
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 1.5％安と 3週続落、米インフレ懸念が引き続き重荷か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 1.5％安と 3週続落。週明け 9日から売り優勢の展開。米国のインフレ加速と金融引き締めに対する

警戒感が強まり、米株式市場でリスク回避の動きが強まる中、韓国市場にも売りが波及した。特に海外勢の売りが目立っ

た。尹錫悦（ユン・ソンニョル）氏が新大統領に就任した 10日

は政策期待から下げ渋る場面もあったが、節目の 2600 ポイン

トを割り込んで終えた。12日までは 21年 8月以来となる 8営

業日続落で、2020年 11月以来、約 1年半ぶりの安値を更新し

た。一方、13 日は大幅に 9 営業日ぶりに反発し、2600 ポイン

トを回復した。値ごろ感を意識した買いが広がった。今週は米

インフレや金融引き締め懸念が引き続き重荷か。国内では 16日

に 4月の輸出入上昇率改定値、20日に PPIが発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 4.1％高と大幅に 3週続伸、今週はもみ合いか 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は 4.1％高と大幅に 3週続伸。エネルギー、資源、金融株が軒並み安となったが、ルーブル高が支援とな

った。先週は 9－10日が休場で、3日間の取引。欧米による対ロシア経済制裁が嫌気され、エネルギー株や金融株を中心

に幅広い銘柄が下落したものの、通貨ルーブルが対米ドルで

3.8％上昇し、米ドル建ての指数を押し上げた。ルーブル建ての

MOEX指数は先週 1週間で 3.6％安と続落し、年初来で 39.1％

安。一方、RTS指数は年初来で 29.0％安にとどまっている。個

別銘柄では、肥料のフォスアグロが 4.3％高となった一方、産

金のポリュスが 9.0％安、エネルギーのスルグトネフテガスが

7.5％安、ルクオイルが 5.5％安、金融のズベルバンク・オブ・

ロシアが 2.4％安となった。今週はもみ合う展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 11.0％安と大幅に 6 週続落、今週も引き続き軟

調か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 11.0％安と大幅に 6 週続落。先安観が一段と強まり、指数は 1 年 1 カ月ぶりの安値を付けた。週明

け 9日は前週までの軟調な流れを引き継ぎ、前週末比 4.5％安。先安観が一段と強まり、主力大型株が売られた。10日は

1.9％高と 3 日ぶりに反発し、11 日も 0.6％高と続伸したもの

の、12日に 4.8％安と反落し、13日は 4.5％安と大幅に続落し

た。指数は 9日に 1300ポイントを割り込み、9カ月ぶりの安値

を付けると、13日は 1200ポイント割れ。昨年 3月 29日以来、

1 年 1 カ月ぶりの安値で引けた。個別銘柄ではゴム製品のベト

ナム・ラバーが 20.5％安、金融のテクコムバンクが 18.6％安、

食品加工のマサン・グループが 17.2％安、鉄鋼のホア・ファッ

ト・グループが 14.1％安となった。今週は引き続き軟調か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 2.8％安、今週は

17日に 1－3月期の GDP発表 

SET指数は週間で 2.8％安と 3週続落。週後半に終値で 1600

ポイントを割り込んだ。週初の 9日は、米国の金融引き締め加

速に対する警戒感に加え、長引くロシアのウクライナ攻撃、中

国の都市封鎖の厳格化などが嫌気され、指数は前営業日比

1.5％安と 5営業日続落。10日は前日比 1.1％高と反発したが、

11日に反落すると、12日は米国の 4月の CPI発表を受けた世

界的な株安に連動して、終値で前日比 1.8％安と約 5 カ月半ぶ

りの安値を更新した。13 日は前日からほぼ横ばいで引けてい

る。今週は 17日に 1－3月期の GDPが発表される予定。16日

はウィサカブーチャ（仏誕節）の振替休日のため休場となる。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.3％安、今週は 19日に 4月の貿易統計発表 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.3％安と 3 週続落。比

較的堅調だった国内経済指標の内容が下げ幅を縮めた。週初の

9日は 3営業日続落したが、10日は通信株や金融株の一角に安

値拾いの買いが入り反発。11 日は中央銀行が政策金利を 0.25

ポイント引き上げ 2.00％に設定した効果で金融株が買われ、指

数は小幅に続伸した。12日は米国のインフレ長期化懸念が嫌気

されて前日比1.1％安と反落した一方、13日は1－3月期のGDP

が前年同期比 5.0％増と市場予想から上振れしたことが買い材

料となり反発している。今週は 19 日に 4 月の貿易統計が発表

される予定。16日は釈迦誕生日の振替休日のため休場となる。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 8.7％

安、2年 8 カ月ぶりの高インフレを嫌気 

ジャカルタ総合指数は連休直前の先月 28日に比べ 8.7％安と

大幅反落。荒い値動きが続いた。週初の 9日は 1－3月期の GDP

が前年同期比 5.0％増とほぼ市場予想通りだったものの、4月の

CPI上昇率が前年同月比 3.5％と 19年 8月以来の高水準に達し

たことなどが嫌気され、指数は前営業日比 4.4％安と反落。その

後も売り優勢の展開が続き、12日の終値は、米国の 4月の CPI

上昇率が前年同月比 8.3％と高水準が継続した影響で前日から

3.2％下落すると、結局、13日まで 5日続落して取引を終えた。

今週は 17 日に 4 月の貿易統計が発表される予定。16 日はワイ

サック（ブッダの生誕記念日）の祝日のため休場となる。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

3.1％安、今週は 4月の非石油地場輸出が焦点 

ストレーツタイムズ指数は週間で 3.1％安と 3 週続落。外部

要因が指数を押し下げた。週初の 9日は、中国で続く都市封鎖

による世界経済の減速懸念が広がった影響で 4営業日続落。10

日は前日の NY ダウが大幅に下げた流れで前日比 1.2％下落す

ると、11日も買い材料に乏しく下値を広げた。12日は米国の 4

月の CPI上昇率が市場予想をやや上回ったことが嫌気され、指

数は終値で前日比 1.9％安と 3200ポイントを割り込み、約 2カ

月ぶりの安値を更新したが、13日は 8営業日ぶりに反発して引

けている。今週は 17 日に 4 月の非石油地場輸出が発表される

予定。16日はベサックデー（釈迦誕生祭）のため休場となる。 
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